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対面神話を乗り越える
―メディアコミュニケーションの

再設計に向けて―

呉羽 真
山口大学 国際総合科学部

講師 ／ 博士（文学）

背景と目的

背景: コロナ禍では、オンラインコミュニケーション
に対する対面コミュニケーションの優位性を説く言説
(｢対面神話｣) が世間に流布した

目的: 

①対面神話の誤りを示した提題者のこれまでの研究を
紹介

②なぜ人が対面神話を信じるのかを分析

③コロナ禍を契機としたコミュニケーションの再設計
を提案
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本提題に関連するこれまでの仕事

論文
• 呉羽真 2020. ｢テレプレゼンス技術は人間関係を貧困にする

か? ――コミュニケーションメディアの技術哲学｣
(Contemporary and Applied Philosophy 11: 58-76)

• 呉羽真 2021. ｢コロナ禍における大学授業のオンライン化は
何を示したか?――コミュニケーションメディアの技術哲学
Ⅱ｣
(『現象学年報』37: 107-113)

• 呉羽真 2022. ｢オンラインの身体性｣
(『認知科学』29(2): 158-162)

口頭発表
• 呉羽真 ｢コロナの時代の愛その他の人間関係について――

コミュニケーションメディアの技術哲学｣
(アバター共生社会の倫理ワークショップ, 2022/6)

アウトライン

1.対面神話のどこが誤っているのか

2.なぜ人は誤った対面神話を信じるのか

3.オンラインコミュニケーションをより
よく再設計する
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1. 対面神話のどこが
誤っているのか

｢対面神話｣とは何か

｢対面神話｣…オンラインコミュニケーションに対する
対面コミュニケーションの優位性を説く言説
• 例) ｢オンラインコミュニケーションは身体性に欠けて

おり、対面コミュニケーションに質の面で劣る｣

• 注意: 単にオンラインより対面の方が好都合な場合があ
る/そう思う人がいる、ということではない
➢それが、技術自体の特性に由来し、誰にでも (or ｢標準的｣な

人一般に) 当てはまるような、原理的な質の差による、とす
ること

• コロナ禍で世間に流布 (e.g. 貴戸 2020; 川島 2022)

➡ オンライン化による人間関係の貧困化、精神衛生の
悪化、社会的能力の低下への懸念
➢既存のメディアを巡る議論 (e.g. Dreyfus 2001; Turkle 2015)

や、SF作品 (e.g. Forster 1909; Asimov 1957) にも見られる
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対面神話の例 ―ドレイファス―

ドレイファス (Dreyfus 2001) の主張:

• インターネット (テレプレゼンス技術を含む) は、
信頼の源泉である身体性を欠いている

• インターネットが普及した結果、あらゆる社会
的相互作用において信頼が疑われるようになる

クラーク (Clark 2003) の応答: 
｢身体性は不可欠だが、融通が利く｣
• オンラインの認知活動は、脱身体性ではなく、

変容した身体性を特徴とする

• コミュニケーションを含む認知活動において、
身体性は重要。だが、問題は何をもって身体性
があると見なすか

インターネットの影響に関する
心理学の知見

｢インターネットの逆説｣…インターネットが人間関係
と社会生活の貧困化をもたらす (?)

• Kraut et al.(1998) の調査 (1995-97年に実施)

➢ インターネットを利用し始めると、家族とのコミュニケーショ
ンが減少し、社会的ネットワークが縮小し、孤独感や抑鬱傾向
が増す

➢ ｢弱い絆｣仮説: オンラインコミュニケーションによって結ばれ
る絆は、対面コミュニケーションによるそれよりも弱い

• Kraut et al.(2002) の第2回調査 (1997-98年に実施)

➢ 第1回の調査対象者たちの追跡調査では、家族とのコミュニ
ケーション時間、社会的ネットワークの規模、孤独感･抑鬱傾向、
のいずれもネット利用と有意な相関なし

➢ 新規パネル調査では、ネット利用者ほど社会的ネットワークが
拡大する傾向が見られた

➢ ネット利用者数の増大が一因?
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インターネットの影響に関する
心理学の知見

｢インターネットの逆説｣…インターネットが人間関係
と社会生活の貧困化をもたらす (?)

• Kraut et al.(1998) の調査 (1995-97年に実施)

➢ インターネットを利用し始めると、家族とのコミュニケーショ
ンが減少し、社会的ネットワークが縮小し、孤独感や抑鬱傾向
が増す

➢ ｢弱い絆｣仮説: オンラインコミュニケーションによって結ばれ
る絆は、対面コミュニケーションによるそれよりも弱い

• Kraut et al.(2002) の第2回調査 (1997-98年に実施)

➢ 第1回の調査対象者たちの追跡調査では、家族とのコミュニ
ケーション時間、社会的ネットワークの規模、孤独感･抑鬱傾向、
のいずれもネット利用と有意な相関なし

➢ 新規パネル調査では、ネット利用者ほど社会的ネットワークが
拡大する傾向が見られた

➢ ネット利用者数の増大が一因?

×
ネットが社会に及ぼす影響を考える上で、ネットを

取り巻く社会のあり方を無視している

ネットを取り巻く社会状況の変化により、
ネットの利用法およびその影響も変化

ソーシャルメディアの影響に関する
心理学の知見

ソーシャルメディアの影響に関する議論
• 研究初期には、ネガティブな結果がセンセーショナルな仕方

で報道された
➢例1) Konrath et al. (2011): 共感能力の低下

➢例2) Twenge (2017): 精神衛生上の問題の増加

• 実際には、ネガティブな影響を否定 or ポジティブな影響を
報告する結果も多数ある (e.g. Carrier et al. 2015; Vossen & 
Valkenburg 2016)

• 調査方法の問題も指摘 (cf. Flora 2018; Denworth 2019)

➢技術の利用法の違いを考慮していない (例: 能動的/受動的)

➢因果関係を特定できていない (例: スマホ利用と鬱傾向)
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教訓

①オンラインメディアの悪影響を示す、
確固たる科学的証拠はない

②技術の影響は、社会的要因に依存する

• これらの要因を無視するのが、対面神話の誤り!

技術 ≠ 物質的人工物 (｢もの｣)

技術 = 物質的人工物 in 社会的文脈

フリーモントの病院の事例

• 2019年3月カリフォルニア州フリーモン
トの病院で、医師が患者に、テレプレゼ
ンス装置越しに余命が短いことを伝え、
患者の家族を憤慨させた (Jacobs 2019)

• これは確かに倫理的に問題がありそう。
だが、なぜ問題?

URL=<https://www.nytimes.com/2019/03/09/scien
ce/telemedicine-ethical-issues.html>
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フリーモントの病院の事例の解釈

呉羽 (2020) の主張: コミュニケーションメディアを選
択する行為が、｢メタメッセージ｣(メッセージの受け取り方に

関するメッセージ, Bateson 1972) を担うことがある
• メタメッセージの例) 飲食店での店員への｢ご馳走様でした｣

➡ ｢会計しろ｣

• メディアの選択が担うメタメッセージの例) 某メダルかじり
市長の謝罪文

呉羽 (2020) の解釈: 医師がテレプレゼンス装置越しに
余命を宣告したことが不適切なのは、装置を選択する
行為が、状況にそぐわないメタメッセージを伝えてし
まったから
• 装置の情報伝達性能の限界のためではない

フリーモントの病院の事例の解釈

呉羽 (2020) の主張:コミュニケーションメディアを選
択する行為が、 ｢メタメッセージ｣(メッセージの受け取り方

に関するメッセージ) を担うことがある
• メタメッセージの例) 飲食店での店員への｢ご馳走様でした｣

➡ ｢会計しろ｣

• メディアの選択が担うメタメッセージの例) 某メダルかじり
市長の謝罪文

呉羽 (2020) の解釈: 医師がテレプレゼンス装置越しに
余命を宣告したことが不適切なのは、装置を選択する
行為が、状況にそぐわないメタメッセージを伝えてし
まったから
• 装置の情報伝達性能の限界のためではない

• 医師には、自分の利害を考慮することなく患者の感情
を理解したり、分かち合ったり、和らげようとする
態度 (｢共感的コミットメント｣) の表明が求められていた

• それにもかかわらず、医師は装置を選択したために、
手間を惜しんでいるというメタメッセージが伝わり、
自分の利害を考慮しないという態度の表明に失敗した
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メディア選択効果のメタメッセージ理論

呉羽 (2020) の理論: オンラインコミュニケーションが
不適切になるのは、それを選択する行為が状況にそぐ
わないメタメッセージを担う場合
• 対面コミュニケーションは、その非効率性ゆえに、自分の

利害を考慮しない、という態度の表明に適している
➡ 効率性というテレプレゼンス技術の利点は、それを選択
することを不適切にする要因ともなりうる

• ただし、いつもそうではない。メディアの選択が適切かどう
かは、様々な社会的要因に左右される

➢ 他のコミュニケーション手段の利用可能性、コミュニケーショ
ンの目的、話者同士の関係、文化的慣習

おさらい: 技術の影響は、社会的要因に依存する

2. なぜ人は誤った対面神話を
信じるのか
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なぜ人は対面神話を信じるのか?

主張: 対面神話は…
• 誤ったメディア観
• 誤った技術哲学
• 認知バイアス

の産物!

誤ったメディア観としての対面神話

主張: 対面神話は…
• 誤ったメディア観
• 誤った技術哲学
• 認知バイアス

の産物!
メディアを、

他者や世界との直接的相互作用を妨げる｢ヴェール｣ or 

豊かな身体的･非言語的情報をカットする｢フィルター｣

と捉える
• これらの見方の誤りについては、呉羽 (2022) を参照
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誤った技術哲学としての対面神話

主張: 対面神話は…
• 誤ったメディア観
• 誤った技術哲学
• 認知バイアス

の産物!技術は社会のあり方を決定する、という｢技術決定論｣
• ｢ネット/スマホ/テレビ会議システムが人間関係を貧困にす

る｣、という言説は、その一例 (cf. Boyd 2014; Simpson 2017)

• 実際には、技術が社会に及ぼす影響がどんなものになるかは、
社会的要因に依存する!

認知バイアスとしての対面神話

主張: 対面神話は…
• 誤ったメディア観
• 誤った技術哲学
• 認知バイアス

の産物!

メディアを用いたコミュニケーションがうまくいかない
場合、問題はメディアそれ自体にあると見なす
• ユーザー側の要因 (利用法や習熟度) を無視

• 認知バイアスの一種?
➢例) ｢自己奉仕バイアス｣: 自分の成功の原因を自分自身の特性、

その失敗の原因を状況だと思い込む
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3. オンラインコミュニケーション
をよりよく再設計する

誰が対面を好むのか?
―ソマトダイバーシティ―

オンライン化で助かった人もいる
• 例1) 聴覚障害をもち、相手の口の動きから情報を得ている

人 (赤田 2021)

• 例2) 他人と目を合わせるのが苦手な人 (呉羽 2021)

呉羽 (2022) の主張: 身体性は多様である、すなわち認
知主体に応じて (優劣を比較できない仕方で) 異なる
• オンラインに身体性が欠けるという見解は、ある種の身体性

を特別視する偏見
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誰が対面を好むのか?
―コミュニケーションを形作るもの―

オンラインより対面を好むのは、社会的地位の高い人
• 参考) リクルートの調査: 会議形態について、管理職では｢対

面が有意義｣、一般社員では｢対面でもオンラインでも同じ｣
が最多 (日本経済新聞 2021)

• 呉羽 (2021) の推測: テレビ会議に不満を抱くのは、場を支配
するための工夫 (座席配置･声音･視線･体勢等) を使えないから?

• 心理学の知見 (馬田他 2022): 対面会議に見られる支配関係が
テレビ会議では減少

教訓: コミュニケーションは、多様な慣習や規範、
制度によって形作られている
• オンラインコミュニケーションがうまくいかないのは、これ

らの社会的要因のせいかもしれない

既存のテレビ会議の不便な点

• 脱身体性
➢ 非言語的情報 (表情、身振り、視線、声音、等) のやり取り

➢ 触れ合いの可能性

➢ 身体的同期

➢ ｢臨場感｣/｢雰囲気｣/｢空気感｣(?)

• 偶然の出会いの不在
➢ 例) Zoom会議では偶然出会った人と話し込むことはない

• 体験の共有の困難さ
➢ 例) Zoom飲み会では、同じものを食べるわけではない
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既存のテレビ会議の不便な点

• 脱身体性
➢ 非言語的情報 (表情、身振り、視線、声音、等) のやり取り

➢ 触れ合いの可能性

➢ 身体的同期

➢ ｢臨場感｣/｢雰囲気｣/｢空気感｣(?)

• 偶然の出会いの不在
➢ 例) Zoom会議では偶然出会った人と話し込むことはない

• 体験の共有の困難さ
➢ 例) Zoom飲み会では、同じものを食べるわけではない

疑問: 一部の人々の身体のあり方
を特別視してないか?

これらは…
• オンラインコミュニケーションそのものの限界?

• 現状のテレビ会議システムの技術的限界?

• 単なるその使い方の問題?

オンラインコミュニケーションの
再設計

オンライン化の問題の2つの解決法
①技術的解決 (cf. 草塩 2020; 篠田他 2020)

➢ 例1) 操作者の生身の身体運動をより正確に再現するテレ
プレゼンス技術 (遠隔操作型ロボット等)

➢ 例2) 触覚まで再現するVR技術

②社会的解決
➢ 従来のコミュニケーションを形作ってきた、偏狭な慣習･

規範･制度の見直し

➢ 例) ｢人の目を見て話しなさい｣

• より多様なコミュニケーションの可能性が開かれる!
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